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The present study has two aims: First， to develop a domain values scale for college students， and 
to confirm the reliability and validity of the scale. Second， to investigate the relationships between 
college students' interests and values on their majors. 1n a survey conducted on 330 college students， 
a domail1 values scale for college students was developed， consisting of 5 subscales: reward-related 
value， social-related value， interest-reJated value， interpersonal-related value， and utilityωrelated value. 
ReJiability was assessed using Cronbacluα. CorreJations between achievement motivation， difficulty 
perception， mastery goals， self-regulation strategies using and the subscales of the domain values scale 
for college students provided 引ridencefor the construct validity. A cross-lλgged model was used to 
examine the recipr‘oca1 relationships between college students' interests and values 011 their司 majors.
The results indicated that the interest-related value in freshman year predicted the current interest 
and the interest in freshman year predicted the current utility-related value. 1n addition， itshowed a 
positive relationship between the current interest国relatedvalue and the out向。ιcJasslearning time on 
their majors， also between the current utility-related value and the major-related career choice. 




















の発達プロセスにl到して.Hidi & Renninger (2006) 




し中で 1~~ 々に 3ti主していく (Renninger& Hidi， 






























































究も ;j文見される。例えば. Hul1eman， Durik， 
Schweigert， & Harackiewicz (2008) では，大 ~f: ~Iミ
の授業に関する興味i!li値と実)下J1il値は授業に対ーする
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大学 1~ 4年生225:tr(男性114名，女性102:tr，不




書きの形で回答を求めた。調査は2014~ì三 5 月から 11
jヲまでの!日]に集団あるいは個別に{衣料iし実施した。










































好奇心など的発的欲求の -;¥.'>-t__，ij~JI床 i羽述 J:=;びFい とを学べるので，楽しい"
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とが報告されている (Wolters，Yu， & Pintrich， 
1996)。そこで.達成目標尺度， I~I 己調整学習尺!支
を対象価値尺度の妥当性検討で斤jいることにした。
Wolters et al. (1996)では 課題価値の質的側面1を
区別することなく "o母i床関連1ilJi値"・“私的利用1i!li
liel" に近い内容を測定しているため， 本;羽研臼引f究でで、は'

















調査対象者 茨城県内の悶立大学の 2~4 年生
330名(男性197名，女性132名，不明 l名;文系学
部78:tl， 理系学部90名，文翌日系総合学音1)161::t1.不














字を Iつ選んでOをつけてください η とし， 7 flニ法




2. 1罰則J交の認知i・fjl"EEI (2001) で使用された~~~
題困難度を測定する項目をもとに項目の表現を専
攻分野に関する内容に修正してFJいた("専攻して









とうれしい"などの1OJJ! i~1 )の 2つの下位尺j支から
なる。教示は・あなたの普段の考え方についてお
尋ねします"とし， 7 {ej二法(1 :全く当てはまらな
し ì~ 7 非常に当てはまる)でIT答を求めた。







なる"など5項呂)， ";-:フォー マンス1m避目標.， ( 
i若 立・外J.LJ美樹:大学生における専攻分間二への学習興味と専攻分野に対するfli他認識との関辿 II 
攻している分野の学習で 他の人より悪い成績を
とってしまうのではないかと心配している"などの
5項目 )の3つの下位尺度から なる。教示(J:. "W 
攻している分野の学習について， あなたの考え方を






業を受ける l'ííJ に • }J、前の内容を党えているかどうか
雌かめる"などの 8項目)，“行動制盤方1告" (" I~I 分
のできる範|却を計画して学習する"などの6項目)• 




ねします"とし. 71~1ニ法( ]_ :全く当てはま らな
し \~7 :非常に当てはまる)で回答を求めた。
6. 興l床:湯・外LU (1~ll hTll) 仁1: 1)が作locした大学生
m学~W分野への興味F:J立(以下興味尺度とする)を
使用した。"!(i"J<;'1育的1in1直による興|味 (4 J頁 J~J )"・"認
知I(J1ilJi1直による興味 (4-項目r・"興味対象I.YlJ辿の
矢I]~哉( 4項 目)"の 3つの下位尺度からなる。教示は.
.早f-攻している分mJ'について， あなたの考え方ーをお




験則 111J 内別に I~I1記述で回答を求めた。
8. 専攻分日l}関連の進路選択:専攻している分Uff'
の専門職あるいは大学院への進学の希望について，




JFJ し，サンプjレ B に対して尺度 l および 6~8 を
使用した。そのうち 1 サンプル Bに対・して，大学
1 iJ:1時と今現在日Ijに尺度 lおよび6に対する回答を





質 I~:\:J紙の冒頭で学吉li. 学年，性自1]， 年齢を尋ねた。





ルAとB (大学 151三1寺のi回答) を合わせた317名の
テ‘ータを用いた。
まず.対象制佃伽Ji1他直尺!度支における4引1のi樹起2訴f定]項京目に井対jし
て]項買目分析を行行-つた。 そのl際捺釘、 1肯奇定z率;存芸 ("~引.~引ゴ刻|常にあ
てはまる
わせた害制1)合) カがf屯80%を}起埠える 6]項j主京:司1J目ヨ (じ.興|味床|関羽;述J1H和制仙l耐削i  
f他直川に|到する 3項目 ， “ I~I 我関連1íl l川町に|期す る 3
J}'( J~I )を ì~íiJ [徐した。
次に， 35項目の得点について探索 (I~J 1お子分析を
行った。その結果、 Jj!1J有・値の減衰状況は13.51，2.97， 
2.44， 1.75. 1.27. 0，94. 0.91・・・であった。[j!1]有値の
抗移とjげ釈可能性により， 51~1 子fiJií，を採用した。そ
こで， 5 Itl子 1~W. :造と仮定し 最尤法，プロマックス
1m転による I~I子分析を行った。どの因子にも負担j衰





の累積請:与Ef~は59 .08% であっ t::. o























ある 専攻分野の知識を活用できる υ など個人の
未来の 目標や知識の有用性
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選を示しているから， 口実用関連価値"と命名した。







数を算出 した。その結果，サンプルA サンプル B
Table 2 
の大学 1年i1寺.サンプル Bの今現在の)1慌に，“報酬
関 連 1i!l値"が .90，.81， .89，' ..社会保hlli1il値"
が .86，.81， .88， "~~J. I床関連価値"が .90 ， .83， .90， 





リー と概ね一致した。 ただし 課題の達成に伴 う I~I
対象価値尺!支の凶子分析結果ならびに基従統計量
i羽子
2 3 4 5 1.2 Mean SD 
日報酬関連価値 (α=.87)
名誉が特られる .93 -.16 .13 .02 -.14 .72 3.44 1.29 
よい収入につながる .81 .05 -.17 -.22 .16 .65 3.97 1.49 
Ji司l泣|からできるノ¥として見られる .71 09 -.04 .09一.09 .55 3.79 1.33 
許jl.t斗t会地位を得ることにつながる .70 .00 .08 -.07 .01 .51 3.67 1.39 
他の人に自慢できる .55 -.06 .02 .18 .10 .46 3.76 1.35 
他者ーから尊敬される人になれる .49 16 -.03 .22 .10 .59 3.85 1.36 
F2社会関連古lIi値 (α=.85)
より良い社会づくりや人々の生活を実現することに貢献できる 一.06 89 .04 -.07 .02 .66 4.75 1.31 
社会や人々 に貢献でき る .00 77 .00一.09 .13 .62 4.91 1.27 
社会や人々の生活ー を守ることができる .04 68 .12 .05 -.15 .54 4.14 1.46 
現代社会についていける .09 60 .08 .02 .07 .43 4.4 1.47 
社会問題への適切な対策を考えられることができる -.13 .57 .08 .1 01 .39 4.47 1.54 
周りの人が|調っているH寺に助けることができる .06 .54 一.04 .24 -.04 .48 4.08 1.45 
1'3 !MI床関連価値 (α=.87)
楽しさが!~じられる .00 -.13 .89 01 .07 .78 5.01 1.44 
I~! 分の興11本を深め る ことができる 一.01 .08 .89 .05 -.04 .77 5.17 1.39 
HMjJi!.!毘が得 られる .04一.06 .65 .08 .16 .61 4.82 1.44 
専攻分日!}に関連した他の分tl!}についても知ることができ る 一.01 .28 .59 .03 -.10 .49 4.83 1.34 
F4対人関連価値 (α=.85)
他者を 3~IIWí できるようになる 一.05 .09 -.02 .88 一.13 .78 3.86 1.58 
日々の生活の中でのよ りよい人間関係が柿築できるようになる .08 -.06一.06 .78 .09 .60 3.91 1.49 
他者とのコミュニケーションが円滑になる .1 .04 .03 75 一.07 .68 3.74 1.52 
自己をJ3!ljifすることにつながる -.20 -.03 .07 .64 .26 46 4.15 1.54 
F5実m関連fllIぱl立 (α=.80)
I~ I 分の将来の人生において有j刊である
← 02 ∞ -m i l l| 品五A副引剖 78 5.17 1.36 
専攻分野のま1識を活用できる 02一.03 .24一.021 .571 .52 5.01 1.44 
I~I 分のスキルとして将来の仕事や研究において活mできる .16 .17 .15一.141 .481 .53 4.88 1.40 
|玉|子Il柱!I共l .52 
.39 .50 
.42 .56 .47 
.51 .46 .57 .23 
注 1)n=317. 
ri: 2 )α係数は317のデー タを!日いて算出 した。
{品 立・外1美棋 大学生における専攻分野への学習興味と専攻分~!j"に対する和li佑認識との関述 13 
尊心の高揚や維持と定義された"I~I 我関連告Ifi値"は
独立した因子とならなかった。“自我i立JJl[和Jj値"は，





いて， “公 IYJ1斐得 1illî1ï~l" に!主jする項目は "'('11酬問J;il\b
ilJi値"にi到する項目と Iつの因子にまとまった。幸Il
酬性の観点から，実手IJと他人からの賞賛とは!可質な





は， より優れた I~I 己イメージの実現にあると一般的
に強く認識されていることが示峻された。
対象価値尺度の構成概念妥当性の検討







困難j支の認知!は，報酬関連価値 (1'=.32， 戸く.001). 
Table 3 
対人関連価値 (r=.28.戸く.001) と正の相関が見ら
れ，社会関連価値 (r= .08， n.s.). 興味関連価値


























'T:l酬関連 社会関連 興味関連 実用関連 対人IVJ述 Meαn SD α係数
{ili1iti 1ili1直 {il!i値 知iイ[在 仙if直
II難!支の認知i .32キ** .08 .11 .10 .28本本* 4.29 1.17 87 
達成動機
l:el己充実的達成動機 .20本* .37 * *本 .37 * *ホ 27 * *キ .29 *水準 5.17 0.76 .87 
競争的達成動機 .17 * .04 一.01 一.03 一.02 4.65 0.95 .86 
達成日除:
マスタリー .50 *キ* .61ネ** 72 * *キ .47 *キ* .66ホキ* 4.74 1.07 .85 
}¥フォーマンス岐近 ‘38 'ド** .35本*本 30 ，. *キ .14 28 *水* 4.25 1.26 .89 
パフォーマンスl[il避 ‘27キ** .11 .03 .06 .06 3.63 1.10 79 
自己調整学習方1持
動機づけ開設プ]"11台 .29本** .27キ*ホ .37本** .29ネ*キ .29 *キ* 3.69 1.12 ‘90 
認すJI問主主7J1lI告 .33本** .34 * *ホ .36ヰ*キ .32 * * * .3 *宇都 3.74 0.97 .86 
行動調整方1出 .26キ** .25*本本 .25ネ*キ .17 * .16 * 3.63 1.14 .88 
'li1i[!;JfJliJ整方1告 .30本来* .17* .16 * .32 * * * .06 4‘0] 1.1 .76 
***戸く.01， 水*t<.Ol. *戸く.05.
it)サンプル Aのデータを使用した (n= 164~ 174)。
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がることが考えられる。
達成動機と対象1ili値の関連を見ると "自己充実
的達成動機"は酬関連価値 l' (1'= .20，戸く.01)， 
子士会関連価値"な=.37，戸く.001)，..興味関連価値"
(1'= .37，戸く.001)，'.'実用関連制li値" (ァ=.27， 








(1' = .47，戸く.001)，“対人関連価値 "(1'=.66， 
戸く.001)のいずれとも中程度の正の相関が見られ，
'lable 4 

















!自"i守的価値目立):IJf!'J{ili1菌 興i味対象 !広li'f!'J¥J1ili1n立認9:11(包1ili1直 興味対象
による輿l味による興i味関連のう:11識 による興l床による興|味|珂i主の知識
報酬l関連部liイ[主 Time1 .07 .23 * * 
.23キ* .13 .25ネ*
Time2 .10 .20 * .24本 .32 *キ* .42ネ**
社会関連価値 Time1 .21キ
.33本*本 .26本* .20斗 .25市津
Time2 .20 * .33 *本* .32 * * * .44 * * * .51 * 本
興味関連filfif在Time1 .67 * * * 
.57 *本* .60 * *牢 .54 * * .46本**
Time2 .51 * * * .49 * * * .54 * * .89 * * * .81 * * 
対人関連1iHi他 Time1 .21傘
.24ネ* 23** .10 .05 
Time2 .25キ* .28本キ 34 * * * 42 * *キ .41 *水本
~ml羽述1ílli値 Time1 .38キ** .48ホ** .24ホ* 35*ネ* .35 * *本
Time2 .28キ*本 .43米本* .31 * * * .67 *キ* .76 * * * 
α係数 .95 .81 .87 .96 .89 
Mean 5.26 5.03 3.70 5.17 5.23 
S1) 1.38 1.08 1.35 1.48 1.22 
* * 戸<.001，キキ戸<.01. *戸く.05.








.40 * * * 
.27 * * 
.46 * * * 

























から，今現在の 1悲情Ij<:J1ili1直による興味"は2= .41. 
pく.01)，"Hz，9Jl (I'Jfíllif@: による興I~(' (s2= .26， Pく.05)
へ.大f苧学字芋: 1 王1年iド引三斗1時!時寺の


















あった。そのため， まず， 可!il曜日開述自lIi1正[" . "+J会
交法遅延モデルに恭づくパスfiJiHJi'の分析結来
行l 日z {1:1 日i R"I R"フ <1) GIF RMSEA 
感Irl(J91l1iilによる興味一報酬関連ll1i植 55*キ* 02 86不本* LO .33串本水 74本*本 13 49 *本* .945 077 
認知的価値による興味一抑制問述古lIi値 56 *.牢 .16 87 ..牟率一.04 38 .傘本 75不*本 .25彬 55本車率 909 .085 
興財:対象関連の知識一報酬関連ll1i{l( .69本*本 04 85水本市 。ど .19 .キ .74本キ本 36本.. .59本*本 .906 .090 
)'&¥'Ii拍<J1I!1バi立による興味一社会開述{ili他 .5/1 .キ率 ‘07 .67" .本 1 .33*本車 47輩*牢 22キ 52本本 .~)!J5 .075 
認知1(%11バ立による興味一社会開述{i!lil( .56本格* 陶10 .65本*本 09 .36戦本半 47ネ.. 29本 .60 ・半本 .914 079 
興味対象!勾述の知識一社会関連価値 68 ・キ .16 .Or-J 円訴訟*キ .07 .50本半本 49本*取 JつJつキ悠 バ7*キ. .931 07.1 
l感附竹IlIli{IL(による興味一興味供j述{il刊i在 ??半*本 .!J 1 .牢 66本末キ .07 .40本車率 .50本*キ .74 .本水 97地卒事 .963 081 
認知的価値による興味-~jjJ!1味関連 iillバ'ili 42ホネ本 .26 . 6]キ*ホ .14 39宇*キ .50".キ 70寧本家 .90ネ本車 951 。79
興味対象関連のうJI識 一興味関連古川佑 59 *キ 17 59 .象キ 1ー7 .51宇字率 五l半球本 69本傘* 83常事 961 。73
!芸'/j'I(J'0 iIJi1iiJ:による興味一対人関連制li伯 59ネ本傘 1l 69キキ ー .06 33権準本 .52本.. 22本 .58歌等. .978 .059 
認知的1>li佑による興味一対人関連iJ1Ii1IM 62本キ本 -.11 .68キ*本 10 37 .本 51 .半本 24ネ ‘66 .車率 968 059 
ft:J川、対象Wd述の知識一対人IMj述{iliiU 72キ*本 .15 .66本*率一 07 .49等卒学 52匁*キ .33ホキ. .55ホ*キ .975 .054 
!出1刊そJ{ili'むによる興味一実用|弘j:il 1i 1il¥ .4 7キ.. .20 .38水球水 14 .35本*本 .22キ*キ .49*ネ. .72本字 .971 .076 
認知的I!iliiuによる興味一実用関連iliil .53本尊* Oq 36本ヰキ .22 .35キ本キ 27 ・本* 63本*率 ‘81 .本 ‘925 098 
fJ'1!求対象|関連の知識 -VU111均:iliili直 67卒事* .09 37キ*キ .23事 50端本 25半本キ 35 .荷主 当事 66 *.キ 917 085 
本.*戸く“001. キ縁p<.OI. キt<.05
it 1 )分析はサンプル 13のデータを{'I!JrJした (n=133~135) 。






γ 。r T 戸r γ pr 
幸li~制限J:il{ili他 -0.04 0.07 -0.08 -0.12 0.28ち* 0.03 
社会関連{1l!I他 0.02 0.01 0.03 0.06 0.19本 0.16 
興味出J:il{il!i1W 0.19 0.26 *本 0.11 0.17 0.42 *キヰ 0.09 
対人i期連1IiIi1iM -0.04 0.12 -0.09 -0.15 0.08 -0.02 
実m関連{ili倍 0.07 0.10 0.05 -0.04 0.53 *キ* 0.36 * *キ
**.戸<.001. *水戸く.01. *戸く.05.
i主1)分析はサンプル Bのデータをmt_" た (n= 115~ 145)。
d二2){_fiHEI関係数(戸r) は(i1li1mUi:2、識)'(1支のほかの下佐尺J立を統的IJした。














その結果，大学 l 年時の "ß~JI味関連制lî値"が現在
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